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量子力学の講義で波動関数による記述を学んだ皆さんは、

量子が波であり粒子でもあることにすっかり慣れたかもしれ

ません。可視光は、その波動性、粒子性がどちらもよく見え

る観測対象です。この実験では、高エネルギー実験の検出器

で実際に用いられている最新の光検出デバイスで、LED から

出る光の数を測定・コントロールし、１光子でも干渉してい

るかを確かめます。 

光の発生には、LED を用います。光検出

器には、MPPC（上図） と呼ばれる、光子の

数を数えることの可能な検出器を用いてみ

ましょう。左図は得られた信号のイメージ

で、横軸が検出器の信号の高さ、縦軸が観

測事象数です。各事象のエネルギーが離散

的に見えていることがわかります。 

干渉しているかを見るには、2重スリットを用います。MPPCの位置を光軸、スリットの

方向に垂直に動かすことにより、教科書で

見たような干渉縞が見える、かもしれませ

ん。MPPCの位置調整には可動ステージ

（右図）を用いてみましょう。 

ここまで書くとおぜん立てできていて、

実験は簡単そうですが、実際の実験には、

いろいろ考えなければいけないことがある

かも知れません。例えば、 

— MPPC の光検出効率は？ 

— LED をパルス状に弱く光らせるには？ 

— 信号が光から来ていてノイズでないことは、どうやるとわかる？ 

— 可動ステージを毎回どうやって動かす？ 

— 干渉がよく見える装置の大きさは？ 

さて、うまく干渉が見えるでしょうか。素粒子・原子核実験の最新の技術を使いこなし

て、量子力学の世界を体験してみましょう。 


